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新資料紹介一一一

陽
明
文
庫
蔵

「
為
兼
卿
和
歌
抄
」

最
近
陽
明
文
庫
の
図
書
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
Y
い
た
際
、
同
文
庫
典
籍
目
録

に
「
為
兼
卿
和
歌
抄
」
と
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
一
写
本
を
見
て
、
こ
の
歌
論
書
の

す
で
に
孤
本
で
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。
以
下
そ
の
大
要
を
紹
介
す
る
。

こ
れ
は
縦
約
二
九
糎
、
横
二
二
糎
ほ
ど
の
袋
綴
の
冊
子
で
、
色
変
り
の
料
紙

を
用
ひ
て
二
五
了
、
右
上
の
端
を
簡
単
に
紙
経
で
結
ん
で
あ
る
が
、
料
紙
を
検

す
る
と
そ
れ
は
源
氏
物
語
松
風
巻
の
全
文
を
書
写
し
た
冊
子
1

1
表
紙
二
丁
、

本
文
二
三
丁
ー
ー
を
そ
の
ま
L
裏
返
し
て
紙
背
を
用
ひ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

分
る
。
表
紙
の
左
肩
に
前
記
表
題
を
記
し
、
内
題
は
な
く
て
直
ち
に
本
文
が
は

じ
ま
り
十
五
丁
に
亙
る
。
あ
と
八
丁
は
余
白
の
ま
L
残
し
裏
表
紙
に
続
い
て
ゐ

る
。
奥
書
は
な
い
。
本
文
は
一
面
十
行
書
き
。
か
う
し
た
外
形
に
ふ
さ
は
し
い

に
つ
い
て

田

裕

中

速
筆
で
あ
る
が
筆
院
は
見
事
で
、
時
代
は
室
町
中
期
を
下
る
ま
い
と
思
ふ
。
従

っ
て
図
書
寮
本
よ
り
古
写
で
あ
る
が
、
本
文
を
比
較
す
る
と
漢
字
、
平
・
片
仮

名
の
字
配
も
ほ
ぼ
合
致
し
、
特
殊
な
字
形
に
ま
で
相
似
が
目
に
つ
く
。
ま
た
和

歌
を
す
べ
て
二
行
に
書
く
に
つ
い
て
文
字
の
分
け
方
や
、
「
本
」
「
虫
損
」
と
傍

注
さ
れ
て
ゐ
る
工
合
も
一
致
す
る
。
両
本
が
極
め
て
親
近
な
関
係
に
立
つ
こ
と

は
明
ら
か
で
、
そ
れ
だ
け
に
本
書
に
よ
っ
て
図
書
察
本
に
多
い
難
読
の
個
所
の

解
決
さ
れ
る
も
の
は
少
い
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
次
に
管
見
に
入
っ
た
両
本
の

異
同
の
す
べ
て
を
掲
出
す
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
図
書
察
本
の
本
文
は
、
翻
字
と

し
て
最
も
巾
信
犬
な
複
製
本
附
録
の
「
釈
文
」
を
川
ひ
、
必
要
に
応
じ
て
複
製
本

文
を
参
照
す
る
。
所
掲
の
頁
・
行
数
や
字
句
は
即
ち
「
釈
文
」
の
そ
れ
で
あ
る
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が
、
異
同
あ
る
部
分
に
は
傍
線
を
附
し
、
下
に
陽
明
文
庫
本
の
そ
の
個
所
を
対

照
す
る
。
因
み
に
本
書
は
か
な
り
蝕
ま
れ
て
ゐ
る
が
、
文
字
の
損
傷
は
そ
の
割

に
ひ
ど
く
な
い
。

一
（
七
頁
三
行
）
ロ
に
た
の
し
恥
候
｜
｜
陽
明
文
庫
本
「
ひ
」
。

二
（
八
頁
一
行
）
乃
至
草
木
を
｜
｜
右
傍
に
「
ナ
イ
シ
」
と
訓
を
附
す
。

三
（
八
頁
二
行
）
撲
楊
大
師
も
見
せ
ら
れ
｜
｜
「
尺
」
。
あ
と
な
で
し
て
図

書
寮
本
と
同
形
の
「
見
」
の
草
体
に
－
訂
し
た
風
に
も

み
え
る
が
、
な
ほ
明
ら
か
に
「
尺
」
の
字
形
を
残
す
。

四
（
八
頁
三
行
）
治
世
み
ち
と
も
な
り
｜
｜
「
浪
」
の
草
体
風
で
「
治
」

と
は
よ
め
な
い
。

五
（
八
頁
九
行
）
婆
羅
門
僧
正
を
剖
紺
時
も
｜
｜
右
傍
に
「
ヘ
タ
マ
フ
」

と
訓
を
附
す
。

六
（
九
頁
一
五
行
）
た
し
な
む
と
や
聞
え
さ
り
｜
｜
「
也
」
。
「
之
」
に
似

た
、
例
の
異
体
字
で
、
こ
の
ま
L

「
や
」
と
は
よ

め
ま
い
。

七
（
九
頁
一
六
行
）
送
る
人
の
返
調
｜
｜
「
返
し
」
。
「
し
」
を
渇
っ
て
よ

む
な
ら
、
単
な
る
字
配
の
差
異
に
す
ぎ
な
い
。

八
（
一

O
頁
四
行
）
心
に
い
ひ
そ
め
た
う
な
と
｜
｜
「
そ
」
。
図
書
寮
本

の
「
う
」
は
「
そ
」
と
紛
ら
は
し
い
、
例
の
字
形
で

あ
る
が
、
こ
与
で
は
や
は
り
「
う
」
と
よ
め
る
。

陽
明
文
庫
本
は
「
楚
」
の
草
体
で
明
ら
か
に
「
そ
」

で
あ
る
。

九
（
一

O
頁
一
七
行
）
を
よ
は
ぬ
を
は
叫
る
事
｜
｜
「
へ
」
。

一
O

（
一
一
頁
一
七
行
）
劃
闘
も
な
く
｜
｜
右
傍
に
「
ケ
ハ
レ
」
の
訓
を

附
す
。
「
施
胃
」
の
字
形
は
図
書
寮
本
と
ほ
ぼ
等
し

く
、
や
は
り
「
喪
」
と
は
よ
み
難
い
。
傍
訓
は
本

文
と
同
筆
か
。

（
一
八
頁
六
行
）
さ
れ
は
懲
の
歌
を
は
｜
｜
図
書
寮
本
の
複
製
を
見

る
と
片
仮
名
を
あ
て
L
あ
る
が
、
陽
明
文
庫
本

も
同
じ
。

（
一
八
頁
一

O
行
）
虫
損

i
l図
書
副
知
本
で
は
「
虫
損
」
と
傍
注
し

て
、
そ
の
本
文
の
部
分
を
円
く
囲
つ
で
あ
る

が
、
陽
明
文
庫
本
は
一
字
分
を
空
白
に
し
て

あ
る
。

以
上
の
異
同
を
見
る
と
、
三
・
八
は
陽
明
文
庫
本
の
方
が
よ
く
意
味
が
通
じ

四
・
六
・
九
は
図
書
寮
本
の
方
が
よ
く
分
る
。
そ
の
中
と
く
に
四
・
六
・
八
な

ど
を
勘
合
す
る
と
、
岡
本
の
関
係
は
直
接
の
転
写
で
は
な
く
て
間
接
と
考
へ
る

方
が
よ
さ
さ
う
に
恩
ふ
が
、
し
か
し
前
述
の
や
う
に
書
写
状
態
は
甚
だ
似
て
ゐ

る
の
で
な
ほ
詳
し
く
は
考
へ
た
い
。
前
掲
三
個
所
の
傍
訓
は
お
そ
ら
く
親
本
に

は
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。

本
書
の
紹
介
を
許
容
さ
れ
た
上
、
種
々
御
一
示
教
く
だ
さ
っ
た
陽
明
文
庫
主
事

小
佐
喜
三
氏
に
末
端
な
が
ら
厚
く
御
礼
申
上
げ
た
い
。

｜
｜
大
阪
大
学
助
教
授
｜
｜
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